




経済研究所 / Institute of Developing


























































ローグ）において ₆月 ₄ 日に行った演説で，中国の動きを「自国を孤立させる
『万里の長城』を築くことになりうる」と批判し，関係諸国と協力してアジア太
平洋地域で国際法を順守し，航行，飛行の自由を守ると強調した。












































中国への働きかけは重要であった。 ₁ 月 ₆ 日の北朝鮮による ₄回目の核実験をう
け，ケリー国務長官は ₇ 日，中国の王毅外相と電話で協議し，北朝鮮を支援して



























イン）が改定されたことに加え，2016年 ₃ 月29日に平和安全法制関連 ₂法が施行









































































































































































































































する姿勢が明らかになりつつある。トランプ大統領は2017年 ₂ 月 ₉ 日には習近平
国家主席と電話会談し，｢ 一つの中国 ｣ 原則の維持を確認した。翌日行なわれた
初の日米首脳会談では，アメリカの日本防衛に対するコミットメントを確認し，
南シナ海での中国の軍事拠点化と北朝鮮の核 ･ ミサイル開発への懸念も共有した。
























10日 ▼ 北朝鮮の核実験を受け，米軍 B-52
戦略爆撃機が韓国上空を飛行。
12日 ▼ワシントンにおいて米比 ₂ ＋ ₂ 会合
（防衛・外交閣僚会合）。
13日 ▼北朝鮮の核問題をめぐる ₆ カ国協議
の日米韓首席代表会合。
16日 ▼日米韓外務次官協議第 ₂ 回会合。
21日 ▼米中戦略安全保障対話期間会合。















































































































5 日 ▼米中戦略安全保障対話第 ₆回会合。





























8 日 ▼韓国国防省と在韓米軍，THAAD ミ
サイルを在韓米軍に配備することを決定した
と発表。









































































30日 ▼ 米・ASEAN 国防相会合において，
カーター国防長官，オバマ政権のアジア重視
政策を改めて強調。





































12月 2 日 ▼トランプ次期大統領，台湾の蔡英
文総統と電話協議。
4 日 ▼ トランプ次期大統領，Twitter で為
替政策や南シナ海進出について中国を批判。
6 日 ▼カーター国防長官訪日，安倍首相，
稲田防衛相と会談（～ ₇日）。
7 日 ▼カーター国防長官訪印，パリカル国
防相と会談（～ ₈日）。
11日 ▼トランプ次期大統領，「一つの中国」
原則を維持するかは，貿易問題などにおける
中国の対応次第と示唆。
13日 ▼北朝鮮の核問題をめぐる ₆カ国協議
の日米韓首席代表会合。
▼ 在沖縄米海兵隊の垂直離着陸輸送機
MV-22オスプレイが名護市沖に不時着。
14日 ▼ ハリス米太平洋軍司令官，中国が
「南シナ海に基地をいくつ造成しようが共有
の領域を一方的に閉鎖することは許されな
い」と発言。
15日 ▼南シナ海で中国海軍の艦船が米海軍
の無人潜水機を奪取。
21日 ▼日米合同委員会が米軍北部訓練場の
正式返還で最終合意。
22日 ▼日本の国家安全保障会議，平時やグ
レーゾーン事態で米軍艦艇などを守る「武器
等防護」の指針を決定，運用開始。
27日 ▼オバマ大統領，安倍首相と共にハワ
イ真珠湾の戦艦アリゾナの記念館を訪問。
